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《原　著》

血中free　thyroxineの間i接的指標としての

　free　thyroXine　index，　T4／TBG比および

　　　　　T4／unbound　TBG比の比較

今野　則道＊　　森川　清志＊＊　今

田口　英雄＊＊＊　沖田　芳夫＊＊＊

寛＊ 萩原　康司＊＊＊

　要旨　正常人62名，甲状腺機能異常症58名（未治療37名，治療中21名），非甲状腺疾患19名，妊婦18名の

血清についてT3U（Triosorb－S），　T4（RIA），　free　T4（FT4，　Amerlex　RIA　kit），　TBG（RIA），　TBG　capacity

（cellulose　acetate電気泳動法）を測定し，　free　T4　index（FT41，　T4×T3U　ratio），　T4／TBG，　T4／unbound　TBG

を算出し，これら3者のFT4の間接的指標としての臨床上の有用性を比較検討した．　Unbound　TBGは

（1－T4×T㍑蒜嘉G（％））から算出した剛RIA）とFT・（鞭透析）との相関は朗であり

（r－0．94，n＝43，　P＜0．001），　TBG濃度とTBG　capacityとの相関も高かった（r＝0．77，　n・・＝・157，　P＜0．001）．

　1）FT41，　T4／TBGおよびT4／unbound　TBGとFT4（RIA）との相関係数は，それぞれ0．89，0．87および

0・86であったが，これを対象別にみると，甲状腺機能異常症にくらべ，正常人，非甲状腺疾患（NTI）および

妊婦では低かった．

　2）FT4とFT41，　T4／TBGおよびT4／unbound　TBGとの回帰直線の勾配は，甲状腺機能異常症では，正

常人，NTI，および妊婦にくらべ，より急峻であった．

　3）各指標とFT4との一致度をみると，甲状腺機能異常症では，いずれもFT4と良く一致した．また妊

婦ではFT41がFT4の分布にもっとも良く一致した．一方NTIでは，いずれの指標もFT4の分布とは良

く一致しなかった．

　以上からFT41，　T4／TBGおよびT4／unbound　TBGのいずれも甲状腺機能異常では，そのFT4の変動を

反映するが，TBG増多症ではFT41がFT4の間接的指標として，よりすぐれており，またNTIでは，い

ずれもFT4の間接的指標としての有用性は低いことが示唆された．

1．はじめに

　血中free　thyroxine（FT4）濃度の間接的指標と

して，free　T4　index（FT41）およびT4とthyroxine－

binding　globulin（TBG）の比（T4／TBG）が広く用

いられている1”8）．さらに，最近，T4とfree　TBG

　＊北海道社会保険中央病院内科
＊＊ 北海道大学医学部第一内科学教室
＊＊＊ 北海道社会保険中央病院放射線科

受付：56年12月10日
最終稿受付：57年2月12日
別刷請求先：札幌市豊平区中の島一条八丁目　（e”　062）

　　　　　　北海道社会保険中央病院内科

　　　　　　　　　　　　　　今　野　則　道

capacityの比についても，　FT4の間接的指標とし

ての有用性が報告されている9）．血中FT4の測定

は従来平衡透析法によって行われてきたが10～12），

最近RIAが導入され，その測定はきわめて容易

になった13－’17）．したがって上記のFT4の間接的

指標の臨床的有用性は以前にくらべて高いとは言

えないかも知れない．しかしこれらの指標を用い

ることによって，FT4の変動と同時に，　T4およ

び血中甲状腺ホルモン結合蛋白あるいはTBG濃

度の変動をも知ることができることから，日常の

甲状腺疾患診断上，これらの指標の臨床的有用性

は依然として大きいものと考えられる．以下は，

FT41，　T4／TBGおよびT4／unbound　TBGを，　FT4
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と比較することによって，その臨床上の有用性に

ついて比較検討を加えてみた．

II．対象および測定方法

　対象は正常人62名，未治療甲状腺機能充進症

18名，未治療甲状腺機能低下症19名，治療中の

甲状腺機能異常症21名，非甲状腺疾患々者（NTI）

19名，妊婦18名の計157名であった．正常人は

年齢26～59歳の男女各31名で，いずれも当院成

人病予防健診のため来院した者の中から，異常を

認めないものを厳密に選んだ．正常人からの採血

は空腹時0830hrから0900　hrの間に行われた．

未治療甲状腺機能異常症は，当院甲状腺外来にて

診断されたものであり，甲状腺機能低下症19名

の中には，TSHのみが上昇しているsubclinical

hypothyroidism18）6名を含めた．治療中甲状腺疾

患々者のうち，11名はpropy1－thiouracil投与中

の甲状腺機能充進症であり，10名はT4による補

充療法中の甲状腺機能低下症であった．NTIとし

ては，肝硬変症7名，悪性腫瘍4名，糖尿病2名，

腎不全2名，潰瘍性大腸炎1名，心不全1名，特

発性浮腫1名，肺不全1名を含めた．妊婦はすべ

て3rd　trimesterであった．採血後血清はただちに

分離し，測定時まで一20°にて凍結保存した．

　血中triiodothyronine（T3）uptake（T3U）はTrio－

sorb－S（Abbott　Laboratories）を，　T4，　T3はRIA－

kit（ダイナボットRI研究所）を，　TBGはRiag－

nost－TBG（Behringwerke）を用いて測定した．

TSHはh－TSH－kit（第一ラジオアイソトープ）研

究所を，FT4はAmerlex　free　T4　RIA　kit（科研化

学）を用いて測定した．平衡透析法によるFT4の

測定はSterlingらの方法10）に準じ，すでに報告し

た方法によった12）．TBG　capacity，内因性T4の

TBGにおける分布の割合は，　cellulose　acetate膜

電気浮動法により，すでに報告した方法を用いて

測定した19）．この際用いた1251－T4の比放射能は

1200μSCi／μg（科研化学）以上であった．　FT41は

T3U　ratio×T4（μ9／d1），　T4／TBGはT4（＃9／d1），

TBG（μ9／ml）から算出した．　Unbound　TBG（μ9／

ml）はTBG　capacity（μ9／dt），　TBG（μ9／ml），　T4

（μg／dl），内因性T4のTBGにおける分布の割合

（％）から下記の式にて算出した．

unbound　TBG

　　　　　　　T4×内因性T4のTBG分布
　　　　　　　　　　TBG　capacity

　正常人血清を用いた際のwithin－assay　CVおよ

び，between　assay　CVは，すべての測定系にお

いて，それぞれ5％以下，10％以下であった．推

計学的検定はstudent’s・t－testによった．

一TBG
（1一

III．結　　果

）

　各対象群の測定結果はTable　1に示したとおり

である．TBG濃度の正常値は21．0±4・3μ9／m1

（mean土S．D．）であり，これを男女別にみると男

子（31名）で，19．8土4．3μ9／ml，女子（31名）で

22．2土3．9μg／mlで男女間に有意差はなかった．

TBG濃度の正常範囲は12．5～29．5μg／m1とした．

FT4（RIA）の正常値は1．16土0．22　ng／dlで，正常

範囲は0．65～2．00ng／dlであった．内因性T4の

TBGにおける分布の割合の正常値は80．9土5・8％

であり，TBG　capacityの正常値は26．7士6．5　pt　9／dl

であった．算出したunbound　TBG濃度の正常値

は15．7±3．3μg／mlであった．甲状腺機能充進症

では，T3U，　T4，　T3，　FT4，　FT41，　T4／TBG，およ

びT4／unbound　TBGのいずれも正常値に比し有

意に高かった．一方TBG濃度およびTBG　capa－

cityは正常値との間に有意差はなかったが，内因

性T4のTBGにおける分布の割合およびunbo－

und　TBGi濃度は正常値にくらべ有意に低かった．

甲状腺機能低下症ではT3U，　T4，　T3，　FT4，　FT41，

T4／TBGおよびT4／unbound　TBGのいずれも正

常人に比し有意に低く，また，TBG濃度は有意

に高かった．しかしTBG　capacityは正常人との

間に有意差はなかった．T4のTBGにおける分布

の割合およびunbound　TBG濃度は正常値に比し

有意に高かった．妊婦ではT3Uは正常人に比し

低く，T4，　T3，　TBG濃度，　TBG　capacity，　un－

bound　TBG濃度および内因性T4のTBGにおけ

る分布の割合のいずれも正常値に比し有意に高か

った．妊婦のFT4は正常人にくらべ低かったが，
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すべて正常範囲内にあった．またFT41もすべて

正常範囲内に有ったが，T4／TBG，　T4／unbound

TBGは有意に低く，　T4／TBGの全例およびT4／

unbound　TBGの16例が正常範囲以下であった．

治療中の甲状腺疾患およびNTIは均一な標本と

は考えられないため，正常値との差異についての

検定は行わなかった．NTIの19名中，　TSH値は

一例（7．0μU／ml）を除きすべて3．6μU／m1以下で

あった．また19名のうち，T4濃度が正常下限

（5．0μ9／d1）以下であった例が2名あり，そのFT4

は，それぞれ0．4ng／d1，0．6　ng／d1で正常値以下で

あった．その他の17名はすべて正常T4濃度を示

したが，そのうち4名のFT4は正常範囲以下で

あった．NTIの低FT4を示した6例のFT41，　T4／

TBG，　T4／unbound　TBGをみると，いずれにおい

ても低T4値を示した2例が正常範囲以下であっ

た．

　正常人15名，甲状腺機能充進症8名，甲状腺

機能低下症7名，NTI　4名，妊婦9名の計43名

について，血中FT4を平衡透析法で測定し，こ

れをRIAによるFT4と比較すると，両者の相関

はr＝0．935（P＜0．001，n＝43）であった．　TBG濃

度とTBG　capacityとの間の相関係数はr－0．766

（P＜0．001，n＝157）であった．　Unbound　TBG濃

度と1／T3U　ratioとの間の相関係数はr＝0．926

（P＜0．001，n＝157）であった（Fig．1）．　TBG，　un－

bound　TBG，　FT4，　T4各測定値から，　TBGの分子

量を60，000としてTBGのT4に対するassocia－

tion　constantを計算すると正常人で1．89×1010／

Mであった．

　FT41，　T4／TBGおよびT4／unbound　TBGとFT4

（RIA）の相関を対象全体について検討した（Fig・

2）．おのおのの相関係数はそれぞれ，r＝0．892，

0．873，0．861でいずれも有意であった（P＜0，001，

n＝157）．これらの相関を各対象群について別々

に検討した（Table　2）．甲状腺機能異常ではこれら

の相関係数はr＝0．72～0．92であったが，正常人

ではr＝0．50～0．55で低かった．また妊婦ではr＝

0．47～0．62であり，NTIではr－0．65～0．81であ

った．

　FT41，　T4／TBG，　T4／unbound　TBGとFT4濃度と

の間の回帰直線を各対象群についてしらべた

（Fig．3）．いずれの指標においても，甲状腺機能

異常症の回帰直線の勾配は，対象全体のそれによ

く一致した．これに対し，正常人，NTIおよび

妊帰では，その勾配はゆるやかであった．すなわ

ちFT41とFT4の間では，対象全体の勾配は0．23

であり，正常人では0．09，NTIで0．14，妊婦では

0．07であった．T4／TBGとFT4との間では，対象

全体の勾配は8．39であり，正常人で1．58，NTIで

2．5
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5

Table　2　Correlation　coef日cients　between　free　T4　concentration　and　three　indirect

　　　parameters　of　serum　free　T4　in　various　states　of　thyroid　function．

　　　　　　Hyper－　　　Hypo－
Normal　thyroidism　thyroidism

（62）＊ （18） （19）

Treated　　　Non－　　Pregnancy
thyroidal　　　thyroida1　　　（3rd　tri－

disorders　　illnesses　　mester）
　（21）　　　　　　　　（19）　　　　　　　　（18）

Total

（157）

Free　T4

　VS．

　FT41
0．50 0．85 0．92 O．90 O．81 0．47＊＊ 0．89

Free　T4

　vs，

　T4／TBG
0．55 0．90 0．92 0．88 0．65 0．32 0．87

Free　T4

　vs．　　　　　　　0．52
T4／unbound　TBG

0．72 0．94 0．81 0．75 0．55＊＊ 0．86

＊number　ofcases．　＊＊Pく0．05，0ther　rs；P〈0．01．

3．02，妊婦で3．11であった．T4／unbound　TBGと

FT4との間では，対象全体で2．25，正常人で1．06，

NTIで1．85，妊婦で1．74であった．

　1／T3U　ratioとT4，　TBGとT4，　unbound　TBG

とT4の関係を全測定値について示した（Fig．4～

6）．Fig．4は縦軸にT4を，横軸に1／T3U　ratioを

示した．またFT41は縦軸と横軸の比としてあら

わされ，正常範囲は2本の斜めの線の間で示した．

甲状腺機能充進症では全例のFT41が正常範囲以

上であり，これらのFT4もすべて正常範囲以上

であった．甲状腺機能低下症19名中15名のFT41

は正常範囲以下で，このうち12名のFT4は正常

範囲以下であった．FT41が正常範囲内にあった

甲状腺機能低下症4名のFT4は，すべて正常値を

示した．妊婦のFT41は全例正常範囲内にあり，

これはFT4と一致した．　NTIではFT41が正常

以下を示した例が2名あり，このFT4はやはり

正常以下であった．またFT41が正常値以上を示

した3名のFT4は正常範囲内にあった．このほ

かにNTIでFT41が正常値を示しながらFT4が

正常以下であった例が4名あった．Fig．5は縦軸

にT4，横軸にTBGを示し，　T4／TBGは両者の比
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として示した．甲状腺機能元進症のT4／TBGは全

例正常値以上であった．甲状腺機能低下症19例

中14名のT4／TBGは正常以下で，このうち12名

のFT4は正常以下であった．また正常T4／TBG

を示した5名のFT4は，いずれも正常値を示し

た．妊婦のT4／TBGは全例正常以下であった．

NTI　19名中3名が低T4／TBG値を示し，そのう

ち，2名のFT4濃度は正常値以下であった．し

かしT4／TBGが正常範囲内にありながら，　FT4が

正常以下を呈した例が16名中4名あった．Fig．

6はT4／unbound　TBGを示した．甲状腺機能充

進症全例のT4／inbound　TBGは正常範囲以上であ

った．T4／unbound　TBGが正常以下を示した甲状

腺機能低下症は19名中15名で，このうち12名

のFT4が正常以下であり，　T4／unbound　TBGが

正常であった3名のFT4は全例正常であった．
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妊婦では2名以外はすべて低T4／unbound　TBGを

示した．NTIでT4／unbomd　TBGが正常以下で

あった例は19名中3名で，このうち2名のFT4

が正常以下であった．T4／unbound　TBGが正常値

を示した16名中，4名のFT4が正常範囲以下で

あった．治療中の甲状腺疾患について，上記の点

をみるとFT41では21名中3名が異常値を示し，

このうち2名のFT4値が異常値であった．　T4／

TBGについては21名中2名が正常範囲外にあり，

このいずれも正常範囲外のFT4濃度を示した．

またT4／unbound　TBGが正常範囲外にあった例

は5名で，このうち3名は異常FT4濃度を示し
た．

rv．考　　察

　FT4の間接的指標として以前から用いられてい

るものにFT41があり1“’3），　TBG濃度の測定が可

能になってからは，T4／TBG比もFT4の間接的指
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標として臨床的に広く使用されている6～8）．今回

は，これらの二者にT4／unbound　TBGを加えて，

その臨床的有用性を比較検討した．今回用いた

unbound　TBGまたはunsaturated　TBG濃度の算

出方法は，TBGの免疫学的および生物学的活性

の間に解離がないことを前提にしている．TBG

分子にはmicroheterogeneityが存在することが知

られている20）．Gartnerらによると，　TBGの各

分画間のT4に対するaMnity　constantの間には大

きな差異はないとしている21）．以前から，TBG

濃度とTBG　capacityとの間には高い相関々係の

あることが知られており22”’24），筆者らもこれを確

認した．また今回算出したT4に対するTBGの

aMnity　constantも過去の報告一致している11・25）．

さらにunbound　TBGと1／T3U　ratio間にみられ

た高い正の相関は，free　TBG　capacityについて

の過去の報告に一致している3・19）．以上の事実か

ら今回用いたunbound　TBG濃度の算出方法はき

わめて妥当であると考えられる．

　今回得たFT4濃度は，　RIA（Amerlex）によって

測定したもので，これは平衡透析法によるFT4と

きわめて良く相関した．本kitのFT4値が平衡透

析法によるそれと一致することは，すでに報告さ

れている17・26・27）．さらにMidgleyらは，本法に

よるFT4値はTBG濃度の影響をうけないことを

報告している27）．したがって今回の検索にこの

FT4値を用いる点について，大きな異論はないで

あろう．

　FT41，　T4／TBGおよびT4／unbound　TBGのいず

れも，対象全体についてFT4との相関をみると，

きわめて高く，しかも三者の相関係数の間に差異

はなかった．しかし，これを各対象群別にみると，

FT4との相関係数には大きな差異があり，正常人，

NTIおよび妊婦では，三指標とFT4との相関係

数は，甲状腺機能異常症のそれに比し低いことが

明らかになった．FT4濃度を平衡透析法で測定し

た場合でも，正常人およびNTIでは，　FT41と

FT4との相関が低くなるとされており2’4・8・14），今

回得た結果と一致している．われわれは先にFT41

とT4／TBGの相関は，対象全体ではきわめて高い

のに反し，正常人では低いことを報告したt）．今

回得た結果からは，FT41，　T4／TBGおよびT4／un－

bound　TBGのいずれも正常人ではFT4に対し低

い相関を有し，しかも三者間にとくに優劣はなか

った．さらにこの傾向はNTIおよび妊婦でも同

様であった．一方各指標とFT4との間の回帰直

線の勾配をみると，正常人，NTIおよび妊婦にく

らべ，甲状腺機能異常症における勾配はより急峻

であった．これは甲状腺機能異常症にくらべ，正

常人，NTIおよび妊婦では，　FT4の変動がより大

きくこれらの間接的指標に反映されることを示し

ている．BayerらもFT41とFT4とについて同様

な報告をしている16）．彼らはこの原因をT3Uの

測定上の限界で説明している．しかし回帰直線勾

配の差異はT4／TBG，　T4／unbound　TBGとFT4と

の間にもみられ，単に測定上の限界のみでは説明

されないであろう．以上の対象群の間にみられた

相関係数，回帰直線勾配の相異の原因は明らかで

ない．しかし臨床上これら三種類のFT4の間接

的指標のいずれを用いる場合でも，正常人，NTI

および妊婦と甲状腺機能異常症とでは，各指標の

FT4を反映する感度および相関の程度に差異のあ

ることに留意すべきであろう．

　各対象群での各指標とFT4との一致度をみると，

甲状腺機能異常では，未治療，治療中を問わず，

いずれの指標もFT4値と良く一致した．これに反

し，妊婦では各指標とFT4との一致度に大きな差

異があった．今回得た妊婦のFT4濃度は，全例正

常範囲内にあり，平衡透析法によるFT4値の結果

に一致している1’3・5）．この際のFT41はすべて正

常範囲内にあり，これはFT4値の分布と良く一

致した．これに対し，T4／TBGおよびT4／unbound

TBGでは，いずれも正常下限から正常以下に分

布していて，FT4濃度の分布には一致しなかった．

BurrらはTBG濃度が高い場合でもFT41にくら

べT4／TBGの方が，より対象のeuthyroidismを

反映するとし，FT4の間接的指標としてT4／TBG

比の有用性を強調しているが28），今回の結果から

は，これを確認できなかった．今回の対象には低

TBG濃度の症例を含めなかったが，低TBG血
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症ではT4／TBGが異常に高くなり，　FT4を正確に

反映しないことが知られている9・23・28）．一方家族

性TBG低下症のFT，1は正常下限から正常範囲

内に分布し，FT4の分布と一致することが報告さ

れている3・30）．以上を総合すると，TBG濃度に

大きな変動がある場合には，FT41の方がT4／TBG

およびT4／unboundにくらべて，よりすぐれた

FT4の間接的指標であると考えられる．

　NTIにおいてはFT41とFT4とが解離する例
のあることが知られている29・31・32）．Chopraらは，

低T4値を示すNTIでは，平衡透析法によるFT4

濃度が正常または正常以上を示すのに反し，FT41

値は低値を示すことを報告している29）．Kaptein

らは，この点について，用いるRIAの種類によ

っては，平衡透析法によるFT4と一致しないも

のがあるとしている32）．　さらにStockigtらは，

Amerlex　free　T4　kitを用いた場合，低T4値を示

すNTIのFT4は，低値を示すことを報告してい

る33）．したがって，今回の結果に基づいてNTI

群での三者のFT4の間接的指標の有用性を比較

することは難かしい．ただし，NTIでは，いず

れの指標を用いても，FT4との一致度は低く，と

くに低T4血症を示すNTIでは，三者いずれも

正常値以下であった．これらを考え合わせると，

NTIでは，これら三指標の有用性は，甲状腺疾

患におけるほど高いものとは言えないであろう．

　最後にAmerlex　free　T4　kitおよび1251－T4を提供下さ

った科研化学株式会社に感謝致します．また各種測定に

協力された南良次，小島孝志（北海道社会保険中央病院

放射線部）および三浦錦一（同検査部）の諸氏に感謝致し

ます．
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Summary

Free　Thyroxine　lndex，　T4：TBG　Ratio，　and　T4：Unbo㎜d　TBG　Ratio：

　　　　　　Which　is　the　Best　Parameter　for　lndirect　Measurement

　　　　　　　　　　　　of　Serum　Free　Thyroxine　Concentration？

Norimichi　KoNNo， Kiyoshi　MoRIKAwA＊，　Hiroshi　KoN，

Hideo　TAGucHI　and　Yoshio　OKITA

Kohji　HAGIwARA，

Depa〃〃le〃rρ∫1〃’er’ialルfedici〃e　a〃a「Radiolo宮y，　Hokkaido　Cθ〃trat　Hospita／ノbr　SociaムHealth　Ins〃ra〃cθ

　　＊1∫’Department　of　1〃ter〃al・Medici〃e，　Hokkaido　University　SchOO／of’　Medicine，　Sapporo，　Japan

　　Ameasurement　of　free　thyroxine　index（FT41）

（T4　multiplied　by　T3　uptake　ratio），　T4：thyroxine－

binding　globulin（TBG）ratio（T4／TBG）and　T4：

unbound　TBG　ratio（T4／uTBG）was　evaluated　for

their　clinical　use　as　an　indirect　measure　of　serum

free　T4（FT4）concentration．　Serum　T4，　T3U

（Triosorb－S），　TBG（Riagnost　TBG，　Behringwerke）

and　FT4（Amerlex　kit，　Amersham－radiochemical

center）concentrations　and　TBG　capacity（cellulose

acetate　electropheresis）were　measured　in　62　normal

su句ects，18　patients　with　hyperthyroisidm，19

patients　with　hypothyroidism　including　6　sub－

clinical　hypothyroidism，21　patients　with　treated

thyroidal　disorders，19　patients　with　non－thyroidal

illnesses（NTI）and　18　pregnants（3rd　trimester）．

Unbound　TBG　level　was　calculated　by　the　equation

　　　　　　　　　　　　　T4×T4　bound　to　TBG（％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）．of　uTBG＝（1－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TBG　capacity

FT4　was　also　measured　by　equilibrium　dialysis

method　in　43　sera；the　correlation　coefhcient　be－

tween　FT4　by　RIA　and　equilibrium　dialysis　was

highly　significant（r－0．935，　P＜0．001）．　The　correla－

tion　coeMcient（r）between　TBG　concentration　and

TBG　capacity　was　O．766（p〈0．001，n＝157）．　There

was　also　a　highly　significant　correlation　between

unbound　TBG　concentration　and　reciprocal　of
T3U　ratio（r＝0．926，　p＜0．001，　n＝157）．

　　The　correlation　coe行icients　of　FT4（RIA）with

FT41，　T4／TBG　and　with　T4／uTBG　were　all　highly

significant　（r－0．89，　0．87　and　O．86　respectively）

when　the　data　from　all　su司ects　were　analyzed

together．　However，　when　the　data　from　each　group

was　analyzed　seperately，　theエwas　lower　in　normal

su切ects（r＝0．50－0．55），　in　NTI（r＝0．65－0．81）

and　in　pregnancy（r＝0．47－0．62）as　compared　with

that　for　the　thyroidal　disorders　（r＝0．72－0．92）．

The　linear　regression　line　between　FT4　and　three

indirect　parameters　of　FT4　showed　that　the　line

for　patients　with　thyroidal　disorders　had　a　steeper

slope　than　that　for　other　groups．

　　The　distribution　of　FT41，　T4／TBG　and　T4／uTBG

agreed　well　with　FT4　in　thyroidal　disorders　but　not

in　NTI．　In　pregnancy　where　FT4　concentration

was　all　within　the　normal　range，　FT41　agreed　well

with　FT4，　while　T4／TBG　and　T4／uTBG　gave　lower

values　than　the　normal　ranges．

　　These　results　indicate　that　a）FT41，　T4／TBG　and

T4／uTBG　are　similar　in　their　ability　to　distinguish

between　hyperthyroid，　normal　and　hypothyroid

persons．　b）FT41　is　superior　to　T4／TBG　and　T4／

uTBG　as　an　indirect　measure　of　FT4　in　the　persons

with　high　TBG　concentration．　c）In　NTI，　these

parameters　are　less　useful　for　assessing　the　FT4

concentration　indirectly．

　　Key　words：　free　T4，　free　T4　index，　T4：TBG

ratio，　T4：unbound　TBG　ratio，　thyroid　status，

diagnostic　aids．
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